













1. 1 次調査の方法 





















































































２章 1 次調査 
2 章では、1次調査の方法とその内容と結果、それによって立てた仮説、先行研究と
本研究の位置づけについて述べる。 
1. 1 次調査の方法 





















































図 2-2 新北市の地図 
[ https://www.backpackers.com.tw/guide/index.php/新北市 ] 
 












部にいくほどあふれ出しは少ない(図 2-4)。後で紹介する C. 裕民街 85巷、裕民街 85
巷 22弄、裕民街 103巷と比べて庇が短く、鐵窗花の模様も縦横の格子、あるいはひま



























や窓に付けられた庇は後で紹介するC. 裕民街 85巷、裕民街85巷 22弄、裕民街 103
巷と比べ短い。 
 










C. 裕民街 85巷、裕民街85巷 22弄、裕民街103巷 
裕民街 85巷 






のあふれ出しが 2₋4 階のあふれ出しをこえることもない(図 2-9)。2－5 階のあふれ出
し空間には、洗濯物、植物、掃除用具などが置かれていた。 
 







































C.裕民街 85 巷 22 弄のストリート断面を切ると、あふれ出しの空間の断面的特徴を
３つにわけることができる(図 2-12)。それぞれ【A】1階の軒下空間、【B】既存の建物













このストリートは、道路幅員は片側一車線であり、建物 1 つ 1 つの間に隙間がある












図 2-15 建物の様子 
D.中正路新建巷22弄、中正路新建巷28弄 
中正路新建巷 22 弄は道路幅員が 2 車線で、鐵窗花がほぼ同じラインで揃っており、
上部にいくほどせり出している(図 2-16)。中正路新建巷 28 弄は、道路が 1 車線であ
り、1 階の庇よりも 2 階以上のあふれ出しラインが突き出しているところがある。庇
の形は先が丸くなっているものが多い(図 2-17)。 
 





























































































3 章 2 次調査 
3 章では調査方法、各ストリートの特徴について述べ、各ストリートの調査から明








アの 3つに絞り、それぞれ北側からABCとつけた(図 3-1)。 
 
図 3-1 臺北市街平面圖(1916、1:10000) 
 




図 3-3 利用状況が分かる地図 


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































( https://www.toho-shoten.co.jp/toho-web/search/detail?id=187157&bookType=ch ) 
国立国会図書館 
タイトル 日治時期臺灣都市發展地圖集タイトルで NDLオンラインを再検索する 
タイトルよみ ニッチ ジキ タイワン トシ ハッテン チズシュウ 
著者 黄武達 編著 
縮尺 [縮尺決定不能] 




大きさ、容量等 地図 183 枚 : 色刷 ; 折りたたみ61cm + 附冊 1 (62p) + 附冊 2 
(36p) 
別タイトル Atlas of the development of Taiwan cities, 1895-1945 
注記 付属資料: 附冊 1 (62p) : 導讀 (1) 日治時期臺灣之近代都市計畫・導讀(2) 臺灣都
市地圖史料之利用價値、付属資料: 附冊 2 (36p) : 地圖目録・圖録一覧、1896頃-1943頃
刊の複製、共同刊行: 國史館臺灣文獻館、帙入り、資料種別 : [地図資料] 
縮尺タイプ : 距離縮尺 
著者標目 黄, 武達 
 
3-1.臺北城内市區計画平面圖(1900 1:2400). 3-2.最近實測臺北全圖-附圓山附近(1903 
1:6000). 3-3.臺北市區改正圖(1905 1:5000). 3-4.臺北市區改正圖(1910 1:8000). 3-5.
臺北市街瓦斯鐵管埋設一般圖(1912 1:7000). 3-6.臺北市街平面圖(1916 1:10000). 3-7.
大正十三年中臺北市膓チフス發生圖(改正町名臺北市街圖)(1922 約 1:6666). 3-8.臺北市
に於ける膓チブス患者及仝保菌者發生状況(臺北市街圖)(1923 約 1:6250). 3-9.臺北市-










図 24 臺北市街平面圖(1916 1:10000) 
 
Google map とは？ 
Google マップが提供するストリートビューは、私たちを取り巻く世界を Google マップ
上で仮想的に表したもので、数百万ものパノラマ画像から構成されている。ストリートビ
ューの写真には、Google が提供したものと、Google 以外の投稿者が提供したものがある。 

















第  六  條    巷之定號依下列規定： 
              一  大道與路或街中間之巷，依大道之門牌次序定為巷號。 
              二  路與街中間之巷，依路之門牌次序定為巷號。 
              三  兩大道、兩路或兩街中間之巷，依較寬之大道、路或街之門牌次序定為 
                  巷號。 
              四  兩大道、兩路或兩街寬度相等時，以較繁榮之大道、路或街門牌次序定 
                  為巷號。 
              五  因預留號碼不足，而無法定巷號時，得使用緊鄰巷口之建物門牌基本號 
                  定巷號。 
















Taiwan MAP Service 





( https://maps.nlsc.gov.tw/MbIndex_qryPage.action?fun=4 ) 
④google ストリートビューのパノラマ画像からファサード画像の作成 
 





4 章 街・巷における空間の類型 























図 4-2 １階の軒下空間の形態の類型 
 
図 4-3 類型のイラスト 
上図は、「街」と「巷」のストリートの設定した 3 つの視点からみた特徴の中から、
最も違いがみられた 1 階の軒下空間の形態に注目し、類型化を行う。まず 1 階の軒下
























3とする(図 4-2)。下図は上の組織図をイラストにしたものである(図 4-3)。 
 
 












1) A＿(A貴德街,B西昌街,C環河南路二段35巷,C内江街 50巷) 
 
 















































































3) C-1 ＿(A南京西路,B懐寧街,C贵阳街二段,C西昌街) 
 
 


































4) C-2＿(B成都路 27巷,B中華路一段 114巷)  
 
 










































































































































3 章では、1 次調査と仮説から 2 次調査の調査エリアの選定方法と詳細、調査方法、
各ストリートについて、各ストリートの調査によってわかったことの 4 点を述べた。
1 次調査によって出た仮説を、台北市の古くからある街の調査・分析によって検討行
った。2 次調査により 1 次調査によって立てた仮説は調査したエリアには当てはまら
ず、周辺環境や用途地域や利用状況などの要因から傾向が見られることが分かった。 
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